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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題は大型生物を対象にして始められた海洋でのバイオロギング技術を、魚類を主な対象として

小型低価格ロガー、データ受信システム、個体間通信システムの開発を進め、データ回収率を大きく

向上させることを目的とした。低価格小型ロガーに関しては価格を従来製品の約1/5程度まで下げる

ことが出来、サイズもニシンなどの多獲性小型魚類への装着が可能になった。また、新規性・創造性

のある個体間データ通信システムは通信距離が200ｍ程度であるが群れを作る魚類には有効であり、

ニシン、カツオなどでそのデータ回収率を大きく上げることが出来た。これらの成果は魚類の行動生

態を理解し、海洋生物資源の管理において基盤技術となるものであり高く評価出来る。 

また、中間評価後に、この技術を沿岸のフィールドに積極的に展開するとともに利用パートナーを

募りその有用性の検証も実施している点も評価出来る。これら開発した各種バイオロギング技術を対

象とする魚種に適用する場合のガイドラインも作成し、冊子媒体やユーチューブなどで公開している

点も社会実装に向けた大切なステップである。なお、振動発電システムについては方式変更等があり

予定通りの達成度ではないが、開発機器のオプション的な成果を目的としたものであると判断した。 
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